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1分でわかる！EPLAN News
部品データ品質向上のための新規格：EPLAN Data Standard (EDS)

 EPLAN Data Standard（EPLAN Data スタンダード）とは・・・

 部品のメーカーごとのばらつきを無くし、EPLANデータポータルデータ全体の品質向上を図ります。

 新EPLANデータポータルサイト（現在はプレビュー用、www.epulse.com）では、EDS対応データには

EDSロゴが付きます。

 新EPLANデータポータルサイトでは、EDS対応データのみを表示させることも出来ます。

 内容

ワイヤの長さが自動で計算されたり、マウンティングプレートの穴あけ位置が自動で算出される場合、

これらの計算の基礎となるのは部品データです。事前計画・設計・製造・およびメンテナンスプロセス

でますます必要になる部品データの品質の統一を図るためEPLAN Data Standardが定義されました。

http://www.epulse.com/
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EPLAN Data Portal 部品データ詳細

部品番号、オーダー番号、メーカー名、説明など
➡ 自動BOM生成

接続ポイント情報等
➡ 各接続に名称、シンボル等が定義でき、

自動配線に繋がる情報/意味を持たせることができる
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EPLAN Data Portal 部品データ詳細

マクロデータ（IECシンボルが無い複雑な製品の場合）
➡ そのまま回路図に配置可能、バリアントも活用可

2Dパネルレイアウトに使用
➡ Electric P8のパネルレイアウトで制御盤設計時に使用可能
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EPLAN Data Portal 部品データ詳細

Pro Panelで自動配線時に、ワイヤの正確な長さが得られる
➡ 全自動ワイヤアセンブリー装置へのデータ転送で、

ワイヤ自動作成（製造連携）

NCデータ生成
➡ NCマシンへのデータ転送で、自動穴あけ可能
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EPLAN Data Portal 部品データ詳細

詳細3Dデータ
➡ 接続ポイント情報により、

自動配線、自動ワイヤデータ生成

DXFデータ
➡ EPLANユーザー以外も活用可能

＊3Dデータが無くても寸法データから
箱形状の簡易3Dモデルを生成


